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○

合計（Ａ） 2,180 合計（Ｂ） 2,659

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 479

主な
理由

文化・スポーツ室移転のため

令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

金額

378

使用料及び賃
借料

コピー使用料等
300

使用料及び賃
借料

コピー使用料等
300

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

役務費
通信運搬費

1,500 役務費
通信運搬費

1,881

02当初予算 0 0

1.60

2.79

11,979

12,458

需用費
事務用品、コピー用紙等

280 需用費

0

内容

事務用品、コピー用紙等

12,458

内容 金額

旅費
近接地旅費

100 旅費
近接地旅費

100

区分（節）

事業のコスト
（単位：千円）

財源内訳

国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

0.39

0.00

30決算 0 0 0 8,605

01当初予算 0 0 0 11,979

令和元年度
人員配置（人）

正規

再任用

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
文化行政の一般管理事務を円滑に行う。

事
業
内
容

＜令和元年度＞
　文化・スポーツ室移転作業

＜令和２年度＞
　文化行政の一般管理事務
　文化・スポーツ室移転作業

成果指標
指標名 考え方・定義・式

2-4 文化芸術の振興
実施方法

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

明石市事務分掌条例、明石市事務分掌規則事業 文化行政推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

事務事業名
文化行政一般事務事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-001

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607

令和２年度 予算事業説明シート

任期付

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

その他

合計0.80

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

594

2,180

2,659

8,011

9,799

9,799

8,605 0.00

目標年次 単位 目標値

SDGs（１７の目標）　
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○
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○

合計（Ａ） 516 合計（Ｂ） 684

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 168

主な
理由

文化芸術創生基本計画を改定するため

通信運搬費（電信電話料）等
115

使用料及び賃
借料

会議室使用料
17

内容 金額

報償費
指導謝礼

100 報償費
指導謝礼

497令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

役務費
通信運搬費（電信電話料）等

416 役務費

需用費
コピー用紙など

55

0 1,737 任期付 0.00 合計 0.1302当初予算 684 1,053 1,737 0 0

0 1,569 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 516 1,053 1,569 0 0

0 1,886 正規 0.13 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 428 1,458 1,886 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜平成30年度＞
　基本計画に基づく事業の実施

＜令和元年度＞
　基本計画に基づく事業の実施

＜令和２年度＞
　基本計画の改定、および事業の実施

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民が文化芸術を鑑賞し、参加、創造活動に取り組むなど、文化芸術活動が盛んになるための基盤をつくる。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化行政推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化芸術創生基本計画推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-002

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607
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○

合計（Ａ） 7,200 合計（Ｂ） 7,100

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -100

主な
理由

美術展出展料を、市の雑入とせず、芸術祭の事業費に充てるため

内容 金額

委託料
明石市芸術祭等開催委託

7,200 委託料
明石市芸術祭等開催委託

7,100令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

0 8,153 任期付 0.00 合計 0.1302当初予算 7,100 1,053 8,153 0 0

100 8,153 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 7,200 1,053 8,253 0 0

140 8,518 正規 0.13 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 7,200 1,458 8,658 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜令和元年度＞
 　① 市芸術祭   ・明石吹奏楽の夕べ・・・・・・・・・  9月1日（日）市民会館大ホールで開催    入場者数 2,400人
　　　　　　　　　　 ・音楽のつどい・・・・・・・・・・・・・  11月3日（日）市民会館大ホールで開催    入場者数 1,500人
　　　　　　　　 　　・美術展･･・・・・・ 前期：11月20日（水）～24日（日）、後期：11月27日(水）～12月1日（日） 文化博物館で開催、応募点数2,198点（一般）
                     ・合同芸術祭・・・・・・・・・・11月2日（土）～4日（月・祝）ウィズあかし7階～9階、アスピア明石1階アトリウムで開催
　　　　　　　　　　　　　　　ダンスカーニバル　11月4日（月）子午線ホール、邦舞・邦楽のつどい11月3日（日）、茶会11月3日（日）、
　　　　　　　　　　　　　　　いけばな展11月3日（日）～4日（月）、ワークショップ　　　　　　　　合同芸術祭入場者数 2,650人
　 ②文化芸術活動を行う団体に対して、明石文化国際創生財団を通じて、助成
　 ③東播磨文化団体連合会活動
　 ④明石文化団体連合会活動支援
＜令和２年度＞
 　① 市芸術祭  　 ・明石吹奏楽の夕べ・・ ８月23日（日）市民会館大ホールで開催予定
　　　　　　　　　　　　・音楽のつどい・・・・　 11月3日（火・祝）市民会館大ホールで開催予定
　　　　　　　　　　　　・美術展･･・・・・・・　　　ジュニア部門：11月26日（木）～29日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前　期：12月２日（水）～６日（日）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後　期：12月９日(水）～13日（日）文化博物館で開催予定
            　 　　　    ・合同芸術祭・・・・・11月7日（土）～8日（日）ウィズあかし7階～9階、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アスピア明石1階アトリウムで開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダンスカーニバル、民謡・民舞と邦楽のつどい、茶会、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いけばな展11月７日（日）～８日（月）、ワークショップ
　 ②文化芸術活動を行う団体に対して、明石文化国際創生財団を通じて、助成を行う予定
　 ③東播磨文化団体連合会活動
　 ④明石文化団体連合会活動支援

明石市芸術祭各事業の参加人数 令和２年度 人 9,000

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民の文化芸術活動を支援することにより、市民が文化芸術を鑑賞し、参加し、創造活動に取り組む機会を提供し、もって本
市の文化芸術活動の一層の振興を図る。また、次世代への文化の継承や文化に触れる機会を提供する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

明石市芸術祭への参加
人数

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
芸術祭等開催事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-003

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607
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○

合計（Ａ） 1,920 合計（Ｂ） 1,730

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -190

主な
理由

応募料及び作品集の販売収入を、市の雑入とせず、文芸祭の事業費に充てる
ため

内容 金額

委託料
文芸祭開催委託

1,920 委託料
文芸祭開催委託

1,730令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

0 2,783 任期付 0.00 合計 0.1302当初予算 1,730 1,053 2,783 0 0

420 2,553 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 1,920 1,053 2,973 0 0

450 2,928 正規 0.13 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 1,920 1,458 3,378 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜平成30年度＞
　自由作品（俳句、川柳、短歌、詩、随筆、小説、児童文学の7部門）を募集し、優秀作品を賞するとともに、作品集「ことのはものがたり」を作成
　優秀作品を市ホームページに掲載し広く市民に公表
  中学生以下については、小学生の部、中学生の部の2部門で募集
  応募人数　4,608人　　　応募作品総点数　5,822点

＜令和元年度＞
　文学作品（俳句、川柳、短歌、詩、随筆、小説、児童文学の7部門）を募集し、優秀作品を賞するとともに、作品集「ことのはものがたり」を作成
　優秀作品を財団ホームページに掲載し広く市民に公表
  中学生以下については、小学生の部、中学生の部の2部門で募集
  応募人数　      3,168人　　　応募作品総点数　       4,263点

＜令和２年度＞
　　文学作品（俳句、川柳、短歌、詩、随筆、小説、児童文学の7部門）を募集し、優秀作品を賞するとともに、作品集「ことのはものがたり」を作成予定
　優秀作品を財団ホームページに掲載し広く市民に公表
  中学生以下については、小学生の部、中学生の部の2部門で募集

作品の応募人数（一般・ジュニア含む） 令和２年度 人 3,500

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民の文芸に対する関心と認識を深め、創作意欲の向上や創作活動へのきっかけづくりを図るとともに、文芸作品の発表の
機会を提供する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

応募人数

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
文芸祭開催事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-004

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607
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○

合計（Ａ） 78,370 合計（Ｂ） 63,000

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -15,370

主な
理由

出向の市職員の人件費が、市負担となったため

内容 金額

負担金補助及
び交付金

財団運営補助金
78,370

負担金補助及
び交付金

財団運営補助金
63,000令

和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

0 65,106 任期付 0.00 合計 0.2602当初予算 63,000 2,106 65,106 0 0

0 80,476 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 78,370 2,106 80,476 0 0

0 67,788 正規 0.26 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 66,330 1,458 67,788 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜平成30年度＞
　　明石文化芸術創生財団の運営補助を行う。
　　運営補助に加えて、明石文化芸術創生財団が実施する、明石文化芸術創生基本計画に基づく事業、中間支援組織活動事業等を支援する。

＜令和元年度＞
　　明石文化国際創生財団の運営補助を行う。
　　運営補助に加えて、明石文化国際創生財団が実施する、明石文化芸術創生基本計画に基づく事業、 国際理解に関する事業、 国際交流・協力に関す
る事業、 多文化共生に関する事業を支援する。

＜令和２年度＞
　　明石文化国際創生財団の運営補助を行う。
　　運営補助に加えて、明石文化国際創生財団が実施する、明石文化芸術創生基本計画に基づく事業、 国際理解に関する事業、 国際交流・協力に関す
る事業、 多文化共生に関する事業を支援する。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
文化芸術のさらなる充実や国際性豊かな市民文化を創生することを目的として、明石文化国際創生財団に対して支援を行
う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
財団支援事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-006

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607
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○

合計（Ａ） 1,600 合計（Ｂ） 1,600

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由

内容 金額

負担金補助及
び交付金

運営補助
1,600

負担金補助及
び交付金

運営補助
1,600令

和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

0 2,653 任期付 0.00 合計 0.1302当初予算 1,600 1,053 2,653 0 0

0 2,653 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 1,600 1,053 2,653 0 0

0 2,685 正規 0.13 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 1,600 1,458 3,058 373 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜平成30年度＞
　8月9日（木） 　　　　第16回明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラサマーコンサートを西部市民会館ホールで開催
　9月24日（月・祝）   第24回定期演奏会市民会館大ホールで開催
　2月3日（日）　　      第17回明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラウインターコンサートをあかし市民広場で開催
　3月31日（日）　      第25回定期演奏会を市民会館大ホールで開催
　・ アウトリーチ活動を13回実施
＜令和元年度＞
　6月30日（日） 「たこフィル倶楽部」会員対象「ありがとうコンサート」を勤労福祉会館で開催予定
　7月14日（日）　第18回明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラサマーコンサートを西部市民会館ホールで開催
　8月11日（日）市民創作オペラ「イワイさまおじゃったか」市民会館大ホールにて演奏
　9月29日（日） 第26回定期演奏会市民会館大ホールで開催
 11月1日（金）　１００周年記念式典　記念演奏
　2月　 第19回明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラウインターコンサートをあかし市民広場で開催
　3月29日（日）　第27回定期演奏会を市民会館大ホールで開催予定
　・ アウトリーチ活動を16回実施予定
＜令和２年度＞
　　7月12日（日） 明石フィルハーモニー・ジュニア・オーケストラ
　第20回演奏会 ”サマーコンサート” を西部市民会館ホールで開催予定
　9月20日（日） 第28回定期演奏会　市民会館大ホールで開催予定
 12月13日（日） クリスマスコンサート＆指揮ワークショップ（仮題） 西部市民会館で開催予定
　　3月（日時未定）第29回定期演奏会を市民会館大ホールで開催予定
　ありがとうコンサート（開催日未定）
・ アウトリーチ活動

定期演奏会のほかに市民にどれだけ鑑賞の機会を提供できている
か。

令和２年度 回 15

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
音楽文化のすそ野の拡大と質の向上を図るため、市民力を活用したアマチュアの市民管弦楽団の運営に対する支援を行
い、「音楽のあふれるまちづくり」を一層推進する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

アウトリーチ活動の回数

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
市民交響楽団支援事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-007

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607



1

○

合計（Ａ） 3,000 合計（Ｂ） 3,000

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由

内容 金額

負担金補助及
び交付金

明石薪能開催事業補助金
3,000

負担金補助及
び交付金

明石薪能開催事業補助金
3,000令

和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

0 4,053 任期付 0.00 合計 0.1302当初予算 3,000 1,053 4,053 0 0

0 4,053 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 3,000 1,053 4,053 0 0

0 4,458 正規 0.13 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 3,000 1,458 4,458 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜平成30年度＞
　9月23日（日） 第21回明石薪能を明石公園で開催。
　能楽師の協力を得て事前練習を行い、明石薪能の上演に先立ち「こども仕舞」を舞台発表する。
　明石文化芸術創生財団が主催する「ないと講座」において、演目について初心者向けに解説を行う「お能を楽しむための会」を実施する。
　入場者数　約1,000人

＜令和元年度＞
市制施行100周年・明石城築城400年記念事業
　・4月27日（土）　第22回明石薪能を明石公園西芝生広場に可動式能舞台を設置して開催。。
　　演目について初心者向けに解説を行う「お能を楽しむための会」を２回実施。
　・9月28日（土）　第23回明石薪能を明石公園西芝生広場に可動式能舞台を設置して開催。
　　能楽師の協力を得て事前練習を行い、明石薪能の上演に先立ち「こども仕舞」を舞台発表。
　　演目について初心者向けに解説を行う「お能を楽しむための会」を２回実施。

＜令和　2年度＞
　・10月３日（土）　第24回明石薪能を明石公園で開催予定。
　　「こども仕舞」や「お能を楽しむための会」の内容を見直し、子どもたちが伝統芸能をより身近に触れたり、市民が能をわかりやすく理解できる
　　ような機会として、講座や体験事業等を実施する。

入場券の販売枚数 令和２年度 枚 800

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
伝統芸能を継承するとともに、市民に優れた伝統芸能である薪能を鑑賞する機会を提供することにより伝統文化に親しむ機
会の拡充を図る。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

入場券の販売枚数

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法、明石文化芸術創生条例事業 文化芸術振興事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
明石薪能開催事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-008

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607



43

○

合計（Ａ） 80 合計（Ｂ） 80

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由

文書翻訳料等
50

内容 金額

報償費
通訳謝礼

30 報償費
通訳謝礼

30令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

役務費
文書翻訳料等

50 役務費

0 2,294 任期付 0.10 合計 0.3402当初予算 80 2,214 2,294 0 0

0 2,294 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 80 2,214 2,294 0 0

0 26,575 正規 0.24 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 10,564 16,011 26,575 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

○ ○

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜平成30年度＞※姉妹都市提携５０周年
・明石市公式訪米団派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　人数：  8人　期間：平成３０年８月１６日～２１日
・明石市青少年ジャズダンス訪米団派遣　　　　　　　 人数： 24人　期間：平成３０年８月１７日～２３日
・バレホ市親善交流団受入　　　　　　　　　　　　　　　　人数： 21人　期間：平成３０年７月１３日～１７日
・姉妹都市提携５０周年記念祝賀会開催　　　　　　　 人数：186人　平成３０年７月１４日
・「姉妹都市提携５０周年のあゆみ」発行

＜令和元年度＞
市民や関係者が訪問した際の相互受け入れなどのほか、必要に応じ随時連絡調整を行った。

＜令和２年度＞
・市民や関係者が訪問した際の相互受け入れなどのほか、必要に応じ随時連絡調整を行う。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民、アメリカ合衆国バレホ市民 市民同士の継続的な交流事業や相互訪問などを通じて相互理解と友好、親善を深めるた
め、バレホ市と必要な連絡調整を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

姉妹都市提携事業 姉妹都市交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
姉妹都市交流推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-010

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607



56

○ ○

○

合計（Ａ） 5,740 合計（Ｂ） 8,865

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 3,125

主な
理由

明石市青少年団の派遣による旅費及び補助金の増、および友好都市提携提
携40周年記念事業事前協議団の派遣による旅費の増のため

訪中旅費 3,192

需用費 消耗品等 550 需用費 消耗品等 620

その他 ホテル使用料、役務費(電信電話
料・筆耕翻訳料)等

603

その他 ホテル使用料、役務費(電信電話
料・筆耕翻訳料)等

598
負担金補助及
び交付金

補助金 1,250

内容 金額

報償費 通訳謝礼 500 報償費 通訳謝礼 700

令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額
令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費 訪中旅費 992 旅費

委託料 受入・派遣事業等委託 3,100 委託料 受入・派遣事業等委託 2,500

0 22,149 任期付 0.60 合計 2.0402当初予算 8,865 13,284 22,149 0 0

0 19,024 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 5,740 13,284 19,024 0 0

0 13,161 正規 1.44 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 4,305 8,856 13,161 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

○ ○

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜平成30年度＞
　　・無錫市環境政策交流団　　　　　　　　　　　　　　人数:5人   期間：平成30年4月23日～25日（3日間）
　　・無錫市健康産業交流団　　　　　　　　　　　　　　人数:5人   期間：平成30年6月21日～22日（2日間）
　　・明石市青少年サッカー交流団　　　　　　　　　　人数:24人  期間：平成30年8月16日～20日（5日間）
　　・無錫市揚名小学校吹奏楽交流団　　　　　　　　人数:57人  期間：平成30年8月21日（1日間）
　　・明石市友好訪中団（友好都市交流会）　　　　　人数:2人   期間：平成30年10月22日～25日（4日間）
　　・無錫市江南大学視察団　　　　　　　　　　　　　　人数:86人  期間：平成31年1月24日（1日間）
　　・無錫市保健医療視察団（相模原市研修生）　　人数:4人   期間：平成31年1月28日（1日間）
　　・無錫市環境管理交流団（研修生）　　　　　　　　人数:4人   期間：平成31年2月13日～23日（11日間）
　　・無錫市友好交流団　　　　　　　　　　　　　　　　　人数:6人   期間：平成31年2月28日～3月1日（2日間）
　　・明石市友好訪中団　　　　　　　　　　　　　　　　　人数:5人   期間：平成31年3月25日～27日（3日間）

＜令和元年度＞
　　・無錫市教育交流団　　　　　　　　　　　　　　　　　人数:5人    期間：2019年4月24日～25日（2日間）
　　・無錫市学校教育視察団（相模原研修生）　　　 人数:4人    期間：2019年7月10日（1日間）
　  ・無錫市江南大学生視察団                         人数:49人   期間：2019年7月12日（1日間）
　　・無錫市代表祝賀団　　　　　　　　　　　　　　　　　人数:4人　  期間：2019年10月31日～11月1日（2日間）
　　・無錫市青少年サッカー交流団　　　　　　　　　　 人数:21人  期間：2019年12月12日～16日（5日間）
　　・無錫市道路交通管理交流団（研修生）　　　　　未定
　　・明石市友好訪中団　　　　　　　　　　　　　　　　　人数:5人    期間：2020年3月25日～27日（3日間）を予定

＜令和２年度＞
　　・明石市青少年交流団　　　　　　　　　　　　　　　　　 人数:未定  期間：2020年8月頃
　　・明石市友好訪中団（友好都市交流会）　　　　　　　人数:未定   期間：2020年11月頃
　　・無錫市視察団（相模原市研修生）　　　　　　　　　　人数:未定   期間：未定
　　・無錫市交流団（研修生）　　　　　　　　　　　　　　　　人数:未定   期間：未定
　　・明石市友好訪中団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人数:未定   期間：未定
　　・明石市友好都市提携40周年事前協議団　　　　　 人数:未定   期間：未定
　　・無錫市友好交流団ほか　　　　　　　　　　　　　　　　人数:未定   期間：未定

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民、中国無錫市民 友好都市無錫市との継続的な市民間交流や両市公式団による相互訪問などを通じて両市の相互理解
と友好、親善を深める。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

友好都市提携事業 友好都市交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
友好都市交流推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-011

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607



18

○

合計（Ａ） 312 合計（Ｂ） 310

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -2

主な
理由

研修会負担金の削減のため

出張旅費
100

需用費
消耗品費等

90 需用費
消耗品費等

90

その他
文書翻訳料等

60 その他
文書翻訳料等

60

内容 金額

報償費
通訳謝礼

30 報償費
通訳謝礼

30令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
出張旅費

100 旅費

負担金補助及
び交付金

研修会参加負担金
32

負担金補助及
び交付金

研修会参加負担金
30

0 4,738 任期付 0.20 合計 0.6802当初予算 310 4,428 4,738 0 0

0 4,740 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 312 4,428 4,740 0 0

0 18,902 正規 0.48 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 9,236 9,666 18,902 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

○ ○

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

※明石市国際交流協会は２０１９年（令和元年）４月に明石文化芸術創生財団と合流し公益財団法人明石文化国際創生財団としてスタートしたため、令和
元年度から多文化共生事業や市民間交流にかかる経費は「財団支援事業」で支出。

平成30年度
・広く市民に国際交流について普及啓蒙するとともに、幅広い国際交流を推進する。
・国際交流促進事業（主な内容は下記①～③）を明石市国際交流協会へ委託し、多文化共生・地域国際化を進める。
　①国際交流・協力啓蒙事業（国際交流ボランティアの募集・育成　など）　②多文化共生事業（国際理解講演会、小中学校へのゲストティーチャーの派遣、
日本語学習会「いろはクラブ」の開催　など）　③国際交流活動助成事業（最大5万円を市民団体に助成）
＜平成30年度＞（3月31日現在）
　①会員数442人、ボランティア登録人数延べ169人
　②ゲストティーチャー派遣、通訳・翻訳ボランティア登録者42人
　　日本語学習会「いろはクラブ」開催件数　年間1175回
　③国際交流活動助成　3件

＜令和元年度＞
　国際交流に関する一般事務を行った。

＜令和２年度＞
　国際交流に関する一般事務を行う。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
国際交流行政に関する事務を円滑に行う

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

事業 国際交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
国際交流推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-012

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607



19

○

〇

合計（Ａ） 440 合計（Ｂ） 440

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由

消耗品費等
110

委託料
受入事業委託

200 委託料
受入事業委託

200

内容 金額

報償費
通訳謝礼

110 報償費
通訳謝礼

110令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

需用費
消耗品費等

110 需用費

使用料及び賃
借料

施設使用料
20

使用料及び賃
借料

施設使用料
20

0 2,654 任期付 0.10 合計 0.3402当初予算 440 2,214 2,654 0 0

0 2,654 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 440 2,214 2,654 0 0

0 4,131 正規 0.24 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 0 4,131 4,131 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

○ ○

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜平成30年度＞
　　・諸外国からの訪問団の受入（実績なし）

＜令和元年度＞
　　・諸外国からの訪問団の受入（実績なし）

＜令和２年度＞
　　・諸外国からの訪問団の受入

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民 姉妹都市・友好都市提携先以外の諸外国との国際交流を推進し、市民の国際理解を深める。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 委託 指定管理

目 文化振興・国際交流費
根拠法令
・要綱等

事業 国際交流事業

施策分野
4 生活・環境分野

4-6 都市間交流・国際交流の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
諸外国との交流事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-013

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607



3

○

○

合計（Ａ） 141,894 合計（Ｂ） 141,593

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -301

主な
理由

資料借用旅費等削減のため

事務用品等
272

役務費
電話料金等

307 役務費
電話料金等

290

その他
備品購入費、研修参加負担金等

441 その他
備品購入費、研修参加負担金等

370

使用料及び賃
借料

コピー使用料
206

使用料及び賃
借料

コピー使用料
196

内容 金額

旅費
博物館学芸員等調査・研修等旅
費 377 旅費

博物館学芸員等調査・研修等旅
費 196令

和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

需用費
事務用品等

231 需用費

委託料
指定管理料

140,332 委託料
指定管理料

140,269

1,169 167,390 任期付 3.00 合計 5.4602当初予算 141,593 26,966 168,559 0 0

880 167,980 再任用 0.00 その他 0.2001当初予算 141,894 26,966 168,860 0 0

995 163,368 正規 2.26 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 138,605 25,758 164,363 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

事業の目的のために、展覧会、貸館業務、施設維持管理業務、その他の業務を行う。
①展覧会の実施
　　平成30年度　　　　　　　　特別展３回、企画展４回　観覧者数83,338人
    令和元年度　　　  　　　　特別展３回、特別企画展１回、企画展３回　観覧者数62,859人
　　　　　12月末
　　令和 2年度　　　　　　　　特別展３回、企画展４回　観覧者数70,000人
②指定管理者による貸館事業
　  平成30年度  ギャラリー（30件、稼動率92.9％、利用者数27,087人）、会議室（36件、稼動率66.5％、利用者数1,373人）
　　令和元年度  ギャラリー（13件、稼動率97.2％、利用者数11,859人）、会議室（21件、稼動率72.0％、利用者数1,020人）
　　　　　12月末
③指定管理者による施設維持管理業務の実施
　  平成30年度　修繕25件
　　令和元年度　修繕22件
　　　　　12月末
④博物館資料の整備
　　資料購入数　　　　　　　　平成30年度　　７件　　　　　令和元年度12月末　  ０件
　　寄贈資料の受け入れ　　平成30年度　　９件　　　　　令和元年度12月末　　８件
⑤学校観覧（小・中・特別支援学校）の対応
　　指定管理者が実施　平成30年度　　57校　　　　　　　令和元年度12月末　　14校
⑥ボランティア育成事業
　　平成30年度　登録人数92人、活動延べ人数679人
　　令和元年度　登録人数87人、活動延べ人数392人
　　　　　12月末

質の高い文化・芸術の提供と鑑賞機会の拡充を図る指標として設定
する。

令和２年度 人 70,000

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
明石の歴史や民俗等に対する市民の理解を深めるために当該資料の収集・保管、調査・研究、展示等を進めるとともに、質
の高い文化・芸術の提供と鑑賞機会の拡充を図り、さらに発表の場を積極的に提供する施設として、明石市立文化博物館の
円滑な運営及び管理を行う。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

展覧会観覧者数

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化博物館費
根拠法令
・要綱等

明石市立文化博物館条例・明石市立文化博物
館条例施行規則

事業 文化博物館運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化博物館運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-014

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607



30

○

○

合計（Ａ） 13,800 合計（Ｂ） 8,000

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -5,800

主な
理由

施設更新の内容によるもの

内容 金額

需用費
中央監視盤更新

13,800 需用費
照明器具更新

8,000令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

0 1,053 任期付 0.00 合計 0.1302当初予算 8,000 1,053 9,053 0 8,000

0 1,053 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 13,800 1,053 14,853 0 13,800

0 1,551 正規 0.13 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 4,993 1,458 6,451 0 4,900

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

令和元年度
・中央監視盤更新

令和２年度
・ロビー南会議室器具更新
・大会議室照明器具更新

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
水銀灯ランプや、蛍光灯器具が２０２０年に製造が廃止されるなどの対策の為、照明器具をＬＥＤ器具に更新する。
ＬＥＤ化により、省エネ効果も期待できる。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 文化博物館費
根拠法令
・要綱等

明石市立文化博物館条例・明石市立文化博物
館条例施行規則

事業 文化博物館施設整備事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化博物館施設整備事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-015

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 078-918-5607



46

○

○

合計（Ａ） 167,430 合計（Ｂ） 177,642

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 10,212

主な
理由

元年度に見込まれていなかった、電気料金の省エネ賦課金および燃料費調整
単価を見込んだこと、および消費税増分（６か月分）

報償費
指定管理者選定委員会報償費

360

使用料及び賃
借料

指定管理者選定委員会
17

役務費
指定管理者選定委員会会議録
作成 80

内容 金額

需用費
協定書印刷製本費ほか

63 委託料
指定管理料ほか

177,642令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

委託料
指定管理料

166,890

旅費
指定管理者選定委員旅費

20

1,816 178,492 任期付 0.00 合計 0.4602当初予算 177,642 2,666 180,308 0 0

1,829 168,267 再任用 0.00 その他 0.2001当初予算 167,430 2,666 170,096 0 0

1,832 166,419 正規 0.26 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 166,793 1,458 168,251 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

事業の目的のために、貸館業務、自主事業、施設維持管理業務、その他の業務を行う。
①指定管理者による貸館事業の実施
　 平成30年度   市民会館（3,256区分、稼働率48.1％、利用者数235,852人）   西部市民会館（933区分、稼働率50.4％、利用者数69,196人）
           　　　　   中崎公会堂（1,267区分、稼働率66.9％、利用者数24,339人）市民ホール（600区分、稼働率62.4％、利用者数32,012人）
　 令和元年度　 市民会館（2,706区分、稼働率54.6％、利用者数150,330人）、西部市民会館（753区分、稼働率53.3％、利用者数50,066人）
　　　　12月末　　中崎公会堂（996区分、稼働率67.8％、利用者数15,222人）、市民ホール（495区分、稼働率69.1％、利用者数25,313人）
②指定管理者による自主事業の実施
    平成30年度　67公演148ステージ　観覧者数　54,370人
　　令和元年度　48公演141ステージ　観覧者数　38,290人
　　　　　12月末
③指定管理者による施設維持管理業務の実施
　　平成30年度　修繕72件（市民会館　43件、西部市民会館　20件、中崎公会堂　 8件、市民ホール　1件）
　　令和元年度　修繕55件（市民会館　32件、西部市民会館　16件、中崎公会堂　 4件、市民ホール　3件）
　　　　　12月末
④その他の業務
　　平成30年度　広報紙「しおさい」の発行   102,500部、友の会（269人、法人4団体）、第九合唱団（230人)の育成等の実施
  　令和元年度　広報紙「しおさい」の発行    80,500部、友の会（285人、法人4団体）、第九合唱団（230人)の育成等の実施
　　　　　12月末
⑤令和２年度の予定
　　第５期指定管理者期間開始
　　公共施設予約システム導入予定

芸術・文化の発表の場としての指標として設定する。 令和２年度 人 349500

自主事業の入場者数
市民ニーズに沿った多彩で質の高い文化・芸術の鑑賞機会の拡充を
図る指標として設定する。

令和２年度 人 33380

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市民の福祉の増進を図り、文化の向上に寄与するため、市民ニーズに沿った古典から現代に至る多彩で質の高い文化・芸
術の鑑賞及び発表の場を積極的に提供する施設として、円滑な運営及び管理を行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

4施設の利用者数

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 市民会館費
根拠法令
・要綱等

明石市立市民会館条例・同条例施行規則・明石
市立西部市民会館条例・同条例施行規則・明石
市立公会堂条例・同条例施行規則・明石市立市
民ホール条例・同条例施行規則

事業 市民会館運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
市民会館運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-016

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607



46

〇

合計（Ａ） 41,900 合計（Ｂ） 81,200

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 39,300

主な
理由

豊かな海づくり大会開催に向けて、施設修繕するため

受変電設備更新
23,200

内容 金額

需用費
市民会館大迫シャフト取替修繕
等 41,900 需用費

市民会館修繕
58,000令

和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

工事請負費

0 1,053 任期付 0.00 合計 0.1302当初予算 81,200 1,053 82,253 0 81,200

0 1,053 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 41,900 1,053 42,953 0 41,900

0 10 正規 0.13 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 5,510 0 5,510 0 5,500

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

○

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

令和元年度
・市民会館屋上改修工事（繰越分）
・市民会館大ホール舞台機構大迫ラインシャフト等取り換え工事
　　・会議室パーテーション取り替え工事
　
令和２年度
豊かな海づくり大会関係ほか
・屋上防水工事　　　            　37,000,000円
・外壁補修工事　　　            　13,500,000円
・会議室天井張替                  3,000,000円
・和室畳替え                          400,000円
・ロビー・ホワイエ天井灯更新　　1,100,000円
・トイレ様式化　　　　　　　　　　　 3,000,000円
・受変電設備更新　　　　　　     23,200,000円

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
豊かな海づくり大会開催に向けて、屋上防水や外壁などの施設改修、及び設備更新などを行う。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 文化芸術創生基本計画 委託 指定管理

目 市民会館費
根拠法令
・要綱等

明石市立市民会館条例・同条例施行規則・明石
市立西部市民会館条例・同条例施行規則・明石
市立公会堂条例・同条例施行規則・明石市立市
民ホール条例・同条例施行規則

事業 市民会館施設整備事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
市民会館施設整備事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-017

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5607



14

○

合計（Ａ） 28,985 合計（Ｂ） 4,238

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -24,747

主な
理由

分室の貸館業務は終了するが、最低限の施設維持管理が必要なもの

電信電話料
132

委託料
施設設備維持管理

15,732 委託料
施設設備維持管理

1,500

負担金補助及
び交付金

汚水槽負担金
254

負担金補助及
び交付金

汚水槽負担金
256

内容 金額

需用費
消耗品費（事務用品等）、修繕
料、光熱水費 12,598 需用費

消耗品費（事務用品等）、修繕
料、光熱水費 2,150令

和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

役務費
電信電話料・ピアノ調律代

135 役務費

使用料及び賃
借料

コピー、リソ使用料
266

使用料及び賃
借料

フェンスバリケード賃借
200

0 16,134 任期付 0.20 合計 5.4602当初予算 4,238 11,896 16,134 0 0

1,540 39,341 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 28,985 11,896 40,881 0 0

1,745 38,234 正規 0.26 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 5.0030決算 28,542 11,437 39,979 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥

○

SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜平成30年度＞
①　貸館運営
②　学習活動の支援
※①、②を合わせた利用件数等　利用件数2,379件、平均稼働率40.8%、利用者数32,006人
③　修繕
　　　・空調機、水道管補修、受水槽補修、モーター修理

＜令和元年度＞
①　貸館運営
②　学習活動の支援
③　修繕
　　　・外壁修繕、外灯タイマー設置、レジオネラ菌対策等

＜令和２年度＞
最低限の施設維持

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
分室の貸館業務は終了するが、最低限の施設維持をしようとするもの

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 生涯学習ビジョン 委託 指定管理

目 生涯学習費
根拠法令
・要綱等

明石市生涯学習センター条例、同施行規則事業 生涯学習センター運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 総務費 連絡先

項 総務管理費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
分室運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-018

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5600



○ ○

○

合計（Ａ） 16,083 合計（Ｂ） 17,997

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 1,914

主な
理由

地域計画素案作成委託料の増のため

市内文化財調査に伴う学識経験
者招聘旅費等 165

需用費
文化財保護調査用フィルム現
像、市内文化財標柱修繕等 1,390 需用費

文化財保護調査用フィルム現
像、市内文化財標柱修繕等 1,060

その他
市指定文化財補助金等

2,213 その他
市指定文化財補助金等

2,662

委託料
地域計画作成、「発掘された明
石の歴史展」事業等 11,810 委託料

地域計画作成、「発掘された明
石の歴史展」事業等 13,621

内容 金額

報酬
文化財保護審議会委員報酬

150 報酬
文化財保護審議会委員報酬

150令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
市内文化財調査に伴う学識経験
者招聘旅費 260 旅費

役務費
文化博物館内執務室電話回線
使用料 260 役務費

文化博物館内執務室電話回線
使用料等 339

818 15,919 任期付 1.00 合計 1.8002当初予算 17,997 7,740 25,737 9,000 0

818 18,005 再任用 0.00 その他 0.3001当初予算 16,083 7,740 23,823 5,000 0

487 16,218 正規 0.50 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 10,695 6,010 16,705 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

＜平成30年度＞
１　文化財審議会の開催（年2回）見込
２　埋蔵文化財包蔵地除草の実施（5ｹ所各3回）
３　県・市指定等文化財保護に対する補助
４　「発掘された明石の歴史展」の開催、明石藩関連資料の調査、横河家資料の調査
５　出前講座の実施

＜令和元年度＞
１　文化財保護審議会の開催（年3回）
２　文化財保存活用地域計画の作成（2019～2021）、文化財保存活用協議会の開催（年3回）
３　埋蔵文化財包蔵地除草の実施（5ｹ所各3回）
４　県・市指定等文化財保護に対する補助
５　「発掘された明石の歴史展」の開催、明石藩関連資料の調査、横河家資料の調査
６　出前講座の実施

＜令和2年度＞
１　文化財保護審議会の開催（年3回）
２　文化財保存活用地域計画の作成（2019～2021）、文化財保存活用協議会の開催（年3回）
３　埋蔵文化財包蔵地除草の実施（5ｹ所各3回）
４　県・市指定等文化財保護に対する補助
５　「発掘された明石の歴史展」の開催、明石藩関連資料の調査、横河家資料の調査
６　出前講座の実施

　市内で出土した埋蔵文化財の公開に訪れた来館者の数により市民
の文化財に対する関心度を図る指標とする。

令和2年度 人 2000

出前講座「市内の文化財に
ついて」の実施回数

　市内団体等の要請により行った出前講座の件数により文化財啓発
活動の量を示す指標とする。

令和2年度 回 20

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市内の文化財を保護するとともに、文化財啓発事業を推進することにより、市民の文化財に対する理解を深める。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

企画展「発掘された明石の
歴史展」の入館者数

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例・明石市
文化財保護条例施行規則・明石市文化財審議
会規則

事業 文化財保護調査・啓発事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治＋法定 開始年度 不明

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
文化財保護調査・啓発事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-019

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5629



○

○

合計（Ａ） 6,506 合計（Ｂ） 6,280

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -226

主な
理由

発掘調査報告書等印刷製本費の減のため

出土資料鑑定に伴う旅費
10

需用費
発掘調査に伴う消耗品費

1,056 需用費
発掘調査に伴う消耗品費

850

内容 金額

報償費
出土資料鑑定謝礼

140 報償費
出土資料鑑定謝礼

120令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
出土資料鑑定に伴う旅費

10 旅費

委託料
発掘作業委託

5,300 委託料
発掘作業委託

5,300

0 7,690 任期付 0.60 合計 1.4002当初予算 6,280 6,660 12,940 5,250 0

0 7,916 再任用 0.00 その他 0.3001当初予算 6,506 6,660 13,166 5,250 0

0 6,549 正規 0.50 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 5,784 4,890 10,674 4,125 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

<平成30年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等市内一円の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅建設に伴う発掘調査及び市内における遺跡の範囲確認調査を
実施する。4件の発掘調査を行った。

<令和元年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等市内一円の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅建設に伴う発掘調査及び市内における遺跡の範囲確認調査を
実施する。10件の発掘調査が行われる見込みである。

<令和2年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等市内一円の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅建設に伴う発掘調査及び市内における遺跡の範囲確認調査を
実施する。6件の発掘調査が行われる予定である。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
周知の埋蔵文化財包蔵地内における個人住宅等を建築する際に発掘調査を行い、埋蔵文化財の記録保存化を図る。開発
事業に先立ち、遺跡の存否あるいは範囲の確認のための試掘・確認調査を行うことにより、適切な埋蔵文化財の保護措置を
とり、円滑な開発事業の推進を図る。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例事業 埋蔵文化財発掘調査事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
埋蔵文化財発掘調査事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-020

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5629



○ ○

○

合計（Ａ） 60,200 合計（Ｂ） 60,200

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 0

主な
理由

埋蔵文化財発掘業務委託
60,000

内容 金額

需用費
発掘調査に伴う消耗品費及び記
録写真現像料等 200 需用費

発掘調査に伴う消耗品費及び記
録写真現像料等 200令

和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

委託料
埋蔵文化財発掘業務委託

60,000 委託料

63,225 15,695 任期付 0.40 合計 4.0002当初予算 60,200 18,720 78,920 0 0

63,225 15,695 再任用 0.00 その他 2.4001当初予算 60,200 18,720 78,920 0 0

4,081 6,199 正規 1.20 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 0 10,280 10,280 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

<平成30年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等埋蔵文化財包蔵地内における民間の宅地開発事業等に伴う記録保存のための発掘調査について、事前に開発事
業者と調査費用・調査期間を定めた協定を締結し、発掘調査業務を開発事業者より受託し、調査作業を民間の発掘調査専門業者に委託し、11件の発掘調
査を実施した。

<令和元年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等埋蔵文化財包蔵地内における民間の宅地開発事業等に伴う記録保存のための発掘調査について、事前に開発事
業者と調査費用・調査期間を定めた協定を締結し、発掘調査業務を開発事業者より受託し、調査作業を民間の発掘調査専門業者に委託し、12件の発掘調
査を実施する見込みである。

<令和2年度>
　明石城武家屋敷跡、魚住古窯跡群等埋蔵文化財包蔵地内における民間の宅地開発事業等に伴う記録保存のための発掘調査について、事前に開発事
業者と調査費用・調査期間を定めた協定を締結し、発掘調査業務を開発事業者より受託し、調査作業を民間の発掘調査専門業者に委託し、10件の発掘調
査を実施する予定である。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
周知の埋蔵文化財包蔵地内の開発に先立ち、事前に発掘調査を行うことにより、資料の適切な保存を図り、地域の歴史・文
化の向上に役立てる。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例事業 埋蔵文化財発掘調査事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
埋蔵文化財発掘調査事業（受託分）

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-021

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5629



○

○

合計（Ａ） 4,695 合計（Ｂ） 24,895

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 20,200

主な
理由

文化財収蔵庫（展示室含む）を設置するため

出土資料整理用消耗品、調査年
報作成等 600

委託料
埋蔵文化財出土資料保存処理

1,000 委託料
文化財収蔵庫設置実施設計、埋
蔵文化財出土資料保存処理 21,000

工事請負費
文化財収蔵庫設置工事

200

役務費
文化財運送費

3,000 役務費
文化財運送費

3,000

内容 金額

報償費
出土資料鑑定謝礼

45 報償費
出土資料鑑定謝礼

45令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

需用費
出土資料整理用消耗品及び調
査年報作成費 600 需用費

旅費
資料調査旅費

50 旅費
資料調査旅費

50

0 21,435 任期付 5.00 合計 5.4002当初予算 24,895 16,740 41,635 0 20,200

0 21,435 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 4,695 16,740 21,435 0 0

0 18,103 正規 0.40 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 1,363 16,740 18,103 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

○

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

<平成30年度>
１　整理作業及び年報の発行等
　　市内で行われた埋蔵文化財発掘調査現場から出土した遺物を整理し、年報を発行する。
２　保存処理業務
　出土資料のうち、木器、金属器等劣化しやすい資料の保存処理業務を専門事業者に委託し、資料の適切な保存に努める。

<令和元年度>
１　整理作業及び年報の発行等
　　市内で行われた埋蔵文化財発掘調査現場から出土した遺物を整理し、年報等調査報告書を発行する。
２　保存処理業務
　出土資料のうち、木器、金属器等劣化しやすい資料の保存処理業務を専門事業者に委託し、資料の適切な保存に努める。

<令和2年度>
１　整理作業及び年報の発行等
　　市内で行われた埋蔵文化財発掘調査現場から出土した遺物を整理し、年報を発行する。
２　保存処理業務
　　出土資料のうち、木器、金属器等劣化しやすい資料の保存処理業務を専門事業者に委託し、資料の適切な保存に努める。
３　文化財収蔵庫の設置
　　令和3年度にかけて魚住清掃工場跡地に文化財収蔵庫（展示室含む）を設置する。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
市内の埋蔵文化財発掘調査によって出土した資料の整理を行い、資料の長期保存と、調査結果を公開することにより、市民
に成果を還元し、郷土の歴史・文化財への理解を深め、次世代へ継承していくよう保護意識の啓発を目的とする。

成果指標
指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化財保護法・明石市文化財保護条例事業 埋蔵文化財出土資料整理事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
埋蔵文化財出土資料整理事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-022

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5629



25

○

○

合計（Ａ） 5,602 合計（Ｂ） 8,814

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 3,212

主な
理由

市史関連調査研究委託料の増のため

専門委員会議出席旅費
160

需用費
コピー用紙代等

50 需用費
コピー用紙代等

50

使用料及び賃
借料

コピー機使用料
50

使用料及び賃
借料

コピー機使用料
51

委託料
調査研究委託料

5,000 委託料
調査研究委託料

8,200

内容 金額

報償費
市史編さん実行委員会委員に対
する謝礼 200 報償費

市史編さん実行委員会委員に対
する謝礼 200令

和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
専門委員会議出席旅費

150 旅費

役務費
電話回線等使用料

152 役務費
電話回線等使用料

153

500 22,454 任期付 2.00 合計 4.4002当初予算 8,814 14,140 22,954 0 0

500 19,242 再任用 0.00 その他 2.0001当初予算 5,602 14,140 19,742 0 0

0 18,245 正規 0.40 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 5,515 12,730 18,245 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

<平成30年度>
①専門委員会に委託し、各部門における資料の収集、調査、研究を行った。
②地域に残る歴史資料を掘り起こしを行った。。
③既存歴史資料の洗い出しを行い、調査の過程で明らかになった事業成果について、適宜広報活動・啓発活動に努め、市民に還元した。
<令和元年度>
①専門委員会に委託し、各部門における資料の収集、調査、研究を行う。
②地域に残る歴史資料を掘り起こしを行う。
　・明石藩関連資料、庁内の行政文書の調査を行う。
　・大久保安藤家、卜部家、二見大西家等旧家に残る資料の調査を行う。
③既存歴史資料の洗い出しを行い、調査の過程で明らかになった事業成果について、適宜広報活動・啓発活動に努め、市民に還元する。
　・出前講座、市立文化博物館やふるさと図書館での展示等により事業成果を公表する。
　・これまでの事業成果をまとめた市史編さん紀要を発行する。
　・市制100周年記念事業として、市史編さんシンポジウムを開催する。
<令和2年度>
①専門委員会に委託し、各部門における資料の収集、調査、研究を行う。
②地域に残る歴史資料を掘り起こしを行う。
　・明石藩関連資料、庁内の行政文書の調査を行う。
　・大久保安藤家、卜部家等旧家に残る資料の調査を行う。
③既存歴史資料の洗い出しを行い、調査の過程で明らかになった事業成果について、適宜広報活動・啓発活動に努め、市民に還元する。
　・出前講座、市立文化博物館での展示等により事業成果を公表する。
　・これまでの事業成果をまとめた市史編さん紀要を発行する。

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
昭和35年刊行の市史は、相当の年月が経過し、その後の総合的な歴史研究の進展に加え、市史を塗り替える新たな資料も
多く発見され、不十分なものとなっている。そこで、新たな市史を編さん・刊行し、さまざまな場で活用されることで、歴史が息
づく明石のまちに誇りと愛着をもってもらうとともに、地域の新たな歴史についても記録、保存し、後世に伝えるものである。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

文化芸術振興基本法事業 市史編さん事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-4 文化芸術の振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
市史編さん事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132301000-023

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室文化振興課
連絡先 (078)918-5629



○ ○

○

４　明石市スポーツ振興
基金の積立

本市のスポーツ施策を推進していくうえで、今後必要となる支出に備え
るための基金を積み立てる。（H２４年度から）

積立額10,023千
円

積立額10,050千
円

積立額10,050千
円（見込み）

③ビーチサッカー大会歓迎事業
大蔵海岸がビーチスポーツに適した環境であることを広く発信するとと
もに、応援に来場されるサポーターが安心して応援できるよう会場設
営にかかわる（一社）兵庫県サッカー協会に対し、補助金を交付する。

― ③補助金3,000千
円

③補助金1,000千
円

３　（仮称）明石市スポー
ツ推進指針策定事業

明石市スポーツ振興計画を総括するための基礎調査を行い、明石市
におけるスポーツ推進の指針を策定する。（本年度限り）

委託料1,500千円

①全国高等学校軟式野球選手権大会歓迎事業
全国から本市を訪れる選手達に対し、歓迎の意を込めたのぼり旗を県
園芸公園協会と同時に設置する。（S56年度から）

①明石公園南堀
沿いに歓迎のぼ
り旗を設置
出場16校

①明石公園南堀
沿いに歓迎のぼ
り旗を設置
出場16校

①明石公園南堀
沿いに歓迎のぼ
り旗を設置
出場16校

②ビーチバレーボール大会歓迎事業
大蔵海岸のにぎわいづくりに資するため、大規模大会の開催を誘致
し、継続開催してもらうよう主催団体に対し、補助金を交付する。

②補助金150千円
出場選手154名

②補助金450千円
出場選手379名

②補助金450千円
出場選手379名
（見込み）

その他
職員旅費ほか

639

合計（Ａ） 20,580 合計（Ｂ） 16,919

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) -3,661

主な
理由 昨年度のみ公用車購入費用の予算計上があったため

令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

金額

280

備品購入費
公用車購入ほか

3,170 委託料
(仮称)明石スポーツ推進の指針
策定事業委託 1,500

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

負担金補助及
び交付金

ビーチサッカー国際親善試合運
営補助ほか 3,450

負担金補助及
び交付金

ビーチバレーボール大会運営補
助ほか 1,450

積立金
明石市スポーツ振興基金

10,050 積立金
明石市スポーツ振興基金

10,050

その他
職員旅費ほか

630

02当初予算 0 0

0.00

1.30

28,950

25,289

需用費
課運営にかかる消耗品、印刷製
本費ほか 280 需用費

50

内容

課運営にかかる消耗品、印刷製
本費ほか

25,239

内容 金額

報償費
明石市文化・スポーツ振興激励
金 3,000 報償費

明石市文化・スポーツ振興激励
金 3,000

区分（節）

事業のコスト
（単位：千円）

財源内訳

国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

0.90

0.00

30決算 0 0 23 22,388

01当初予算 0 0 50 28,900

令和元年度
人員配置（人）

正規

再任用

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
　市民が健康で明るく豊かな社会生活を営むために、スポーツを始めようとする方から競技者まで、市内で行われるスポーツ
活動を幅広く支援する。

事
業
内
容

成果指標
指標名 考え方・定義・式

活動名
活動内容

（○○するために、□□に対し、△△する）

活動実績 活動見込み

30年度 01年度 02年度

１　明石市文化・スポー
ツ振興激励金の支給

本市のスポーツ選手を支援するため、全国中学校体育大会や全国高
等学校総合体育大会等に出場する選手に対し、その活躍を期待する
ことから激励金を支給する。（Ｈ24年度から）

支給対象826名 支給対象800名
（見込み）

支給対象800名
（見込み）

２　全国的スポーツ大会
歓迎事業

2-3 スポーツの振興
実施方法

直営 補助・助成 その他

個別計画 スポーツ振興計画 委託 指定管理

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 保健体育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

目 保健体育総務費
根拠法令
・要綱等

スポーツ基本法　スポーツ基本計画事業 生涯スポーツ支援事業

施策分野
2 教育・文化分野

事務事業名
生涯スポーツ支援事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132302000-001

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室スポーツ振興課
連絡先 (078)918-5624

令和２年度 予算事業説明シート

任期付

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

その他

合計0.40

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

14,041

20,580

16,919

8,370

8,370

8,370

22,411 0.00

目標年次 単位 目標値

SDGs（１７の目標）　
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

○ ○ ○

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰



〇 〇

○

４　イベントや大会開催
の支援

幅広い世代がスポーツをする機会提供の継続を図るため、実行委員
会等が開催する明石市家庭バレーボール大会、明石市小学生駅伝
大会、ビーチスポーツフェスタなどに対して補助金を交付する。

小学生駅伝大会
実行委員会と
ビーチスポーツ
フェスタ実行委員
会等を補助

小学生駅伝大会
実行委員会と
ビーチスポーツ
フェスタ実行委員
会等を補助

小学生駅伝大会
実行委員会と
ビーチスポーツ
フェスタ実行委員
会等を補助

スポーツをする人のすそ野の拡大を図るため、明石市体育協会と連
携して総合体育大会をはじめとした各種競技の大会を開催する。ま
た、大蔵海岸多目的広場のにぎわいに資する事業を展開する。

②1事業実施 ②1事業実施 ②1事業実施

３　東京2020開催関連
事業

東京2020大会の開催により、大会の盛り上がりから各競技に親しむ
機会を提供し、スポーツ人口の増加を図る。（本年度限り）

－ 東京2020開催関
連イベントを開催

子どもたちに体を動かすことの楽しさを味わってもらうとともに、憧れや
夢を与えることによって運動を続ける意欲を向上させるため、専門性
を持った指導者からの調節指導が受けられる教室を開催する。

２　市民スポーツ推進事
業

①明石市総合体育大会等の開催
②大蔵海岸多目的広場活性化事業

①明石市体育協
会に委託

①明石市体育協
会に委託

①明石市体育協
会に委託

合計（Ａ） 8,860 合計（Ｂ） 8,906

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 46

主な
理由

主催事業の増加による看護師謝礼の増のため

主催事業における傷害保険料
18

委託料
総合体育大会等開催委託、ジュ
ニアスポーツ推進事業委託ほか 7,655 委託料

総合体育大会等開催委託、ジュ
ニアスポーツ推進事業委託ほか 7,655

内容 金額

報償費
主催事業における看護師謝礼

34 報償費
主催事業における看護師謝礼

80
令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額
令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

役務費
主催事業における傷害保険料

18 役務費

負担金補助及
び交付金

小学生駅伝大会実行委員会へ
の補助ほか 1,153

負担金補助及
び交付金

小学生駅伝大会実行委員会へ
の補助ほか 1,153

11 18,615 任期付 0.30 合計 1.4002当初予算 8,906 9,720 18,626 0 0

10 18,570 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 8,860 9,720 18,580 0 0

65 17,711 正規 1.10 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 8,056 9,720 17,776 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○ ○ ○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

活動名
活動内容

（○○するために、□□に対し、△△する）

活動実績 活動見込み

30年度

成人の週1回以上のスポーツ実施率 令和元年度 ％ 45

スポーツを行っていない
割合

ほとんど運動やスポーツを行っていない成人の割合 令和元年度 ％ 32

01年度 02年度

１　ジュニアスポーツ推
進事業

①ヴィッセル神戸との連携事業「親子サッカー教室」等の開催
②プロ野球OB選手による「集まれ！野球っ子」の開催
③兵庫県自転車競技連盟との連携事業「ジュニア自転車競技教室」

①年3事業開催
②年1回開催
③年6回開催

①年4事業開催
②年1回開催
③年6回開催

①年4事業開催
②年1回開催
③年6回開催

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
　市民が、自らの健康・体力の維持増進を図れるよう、スポーツをする機会等を提供し、競技力の向上にも結び付けていくよ
う生涯スポーツの推進を図る。特に子どもにはスポーツをする喜びを味わってもらうよう、体力向上・競技力向上に向けたイ
ベント等を開催する。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

スポーツ実施率

直営 補助・助成 その他

個別計画 スポーツ振興計画 委託 指定管理

目 保健体育総務費
根拠法令
・要綱等

スポーツ基本法　スポーツ基本計画事業 生涯スポーツ推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-3 スポーツの振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 保健体育費 自治/法定 自治事務 開始年度 不明

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
生涯スポーツ推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132302000-002

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室スポーツ振興課
連絡先 (078)918-5624



37

○

○

２　委員の資質向上の
ための各種研修会への
参加促進

・東・北播磨地区スポーツ推進委員連絡協議会研修会
・兵庫県スポーツ推進委員中央研究協議会
・近畿スポーツ推進委員研究協議会
・全国スポーツ推進委員研究協議会

それぞれの研修
に参加

それぞれの研修
に参加

それぞれの研修
に参加

・より専門的で効果的な活動を行うため、委員会の中に３つの専門部
会（事業部会、研修部会、広報部会）を設置し、全体会への提案事項
を審議する。

・委員会の活動状況を広く市民の皆さんに知っていただき、地域での
スポーツ活動の推進につなげていけるよう、広報紙「ときめきスポーツ
ライフ」を発行する。

・市民の誰もが気軽に体を動かし、楽しめる機会を提供するため、
ニュースポーツ教室・大会や親子で運動遊び体験などを開催する。
（ときめきスポーツライフ推進事業委託）

・それぞれの委員や専門部会での活動状況を共有するため、明石市
スポーツ推進委員会全体会を開催する。

合計（Ａ） 3,194 合計（Ｂ） 3,596

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 402

主な
理由

明石市スポーツ推進委員の任期が2年であり、令和2年度より新規委嘱を行う
ため

明石市スポーツ推進委員旅費
282

需用費
広報紙印刷用紙ほか

240 需用費
広報紙印刷用紙ほか

640

負担金補助及
び交付金

東播磨・北播磨地区スポーツ推
進委員連絡協議会分担金ほか 76

負担金補助及
び交付金

東播磨・北播磨地区スポーツ推
進委員連絡協議会分担金ほか 76

委託料
ときめきスポーツライフ推進事業
委託 300 委託料

ときめきスポーツライフ推進事業
委託 300

内容 金額

報酬
明石市スポーツ推進委員報酬

2,228 報酬
明石市スポーツ推進委員報酬

2,228令
和
元
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

旅費
明石市スポーツ推進委員旅費

280 旅費

役務費
委員が加入するスポーツ安全保
険料ほか 70 役務費

委員が加入するスポーツ安全保
険料ほか 70

0 12,506 任期付 0.30 合計 1.3002当初予算 3,596 8,910 12,506 0 0

0 12,104 再任用 0.00 その他 0.0001当初予算 3,194 8,910 12,104 0 0

0 11,953 正規 1.00 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0030決算 3,043 8,910 11,953 0 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和元年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○ ○ ○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

活動名
活動内容

（○○するために、□□に対し、△△する）

活動実績 活動見込み

30年度

スポーツ推進委員会としての1年間の活動回数 令和元年度 回 80

01年度 02年度

１　スポーツ推進委員会
との協働

・委嘱人数　Ｈ２８・２９年度：２９名   H３０・３１年度：２９名
　（任期２年）
・報酬　月額６，４００円

委員会活動回数
83回

委員会活動回数
80回（見込み）

委員会活動回数
80回（見込み）

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
　スポーツ基本法第32条に基づき設置されたスポーツ推進委員が、各地域のニーズに応じたスポーツ活動を行うことによりコ
ミュニティづくりに貢献することを目的として、スポーツの実技指導をはじめ、スポーツに関する指導及び助言、さらに地域と行
政とのコーディネータ－としての活動ができるように支援する。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

年間活動回数

直営 補助・助成 その他

個別計画 スポーツ振興計画 委託 指定管理

目 保健体育総務費
根拠法令
・要綱等

スポーツ基本法　スポーツ基本計画事業 スポーツ推進委員活動事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-3 スポーツの振興
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 保健体育費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和２年度 予算事業説明シート

事務事業名
スポーツ推進委員活動事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0132302000-003

予算所管課 市民生活局文化・スポーツ室スポーツ振興課
連絡先 (078)918-5624
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